
 

 

 

 

 

 これは、石
いし

包丁
ぼうちょう

といって弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

の人
ひと

たちが使
つか

っていた石
せっ

器
き

です。石
いし

包丁
ぼうちょう

という名
な

前
まえ

ですが、今
いま

の包
ほう

丁
ちょう

とは使
つか

い方
かた

がぜんぜんちがいます。

では、いったいどんなふうに使
つか

っていたのでしょう。写真
しゃしん

の石
せっ

器
き

をよく

観察
かんさつ

して、考
かんが

えてみてください。裏
うら

面
めん

で、答
こた

えを紹介
しょうかい

します。 
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考
こう

古
こ

― № ２ 

石
い し

 包
ぼ う

 丁
ちょう

 

どちらにも穴
あな

があいてい

る・・・。何
なん

のためにあけた

のかな？ 

表面
ひょうめん

がきれいに磨
みが

かれてつ

るつるピカピカ！片側
かたがわ

は刃
は

に

なって
   

います。 

米作
こめづく

りがはじまった弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

の遺
い

跡
せき

からみつかりまし

た。今
いま

は水田
すいでん

がひろがってい

ます。 

石
せっ

器
き

はどちらも、長
なが

さがだい

たい 20 ㎝ちかくで幅
はば

は５㎝

ぐらい。平
ひら

べったくなってい

ます。 



参
さん

考
こう

にした本
ほん

『いわて未
み

来
らい

への遺
い

産
さん

 遺
い

跡
せき

は語
かた

る 旧
きゅう

石
せっ

器
き

～古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

』岩
いわ

手
て

日
にっ

報
ぽう

社
しゃ

 2000年
ねん

 他
ほか

  

 

 さあ、答
こた

えはわかったかな？実
じつ

はこの石
いし

包丁
ぼうちょう

、田
た

んぼで実
みの

った稲
いね

の穂
ほ

をつみとる道
どう

具
ぐ

、“穂
ほ

つみ具
ぐ

”だったんです。当
とう

時
じ

のお米
こめ

は今
いま

とちがって

実
み

をつけるときがバラバラだったので、一
いち

度
ど

に刈
か

り取
と

ることはできませ

んでした。そこで、この石
いし

包
ぼう

丁
ちょう

を使
つか

って実
みの

った穂
ほ

だけをえらんで、つみ

とっていたというわけです。 

ふつう石
いし

包丁
ぼうちょう

といわれている石
せっ

器
き

は長さがだいたい 20 ㎝、幅は 5 ㎝

ぐらいの大
おお

きさで、てのひらにすっぽりおさまります。ふたつの穴
あな

には

ひもをとおし、指
ゆび

や手
て

首
くび

にかけたり巻
ま

きつけたりして、落
お

ちないように

安定
あんてい

させたと考
かんが

えられています。米作
こめづく

りといっしょに大陸
たいりく

からやってき

て、米
こめ

の収
しゅう

穫
かく

には欠
か

かせない大切
たいせつ

な道
どう

具
ぐ

として使
つか

われていました。  

  このふたつの石
いし

包丁
ぼうちょう

が見
み

つかったのは、 

 岩
いわ

手
て

県
けん

南
なん

部
ぶ

、奥
おう

州
しゅう

市
し

胆
い

沢
さわ

区
く

の清
し

水
みず

下
した

遺
い

跡
せき

と 

 いうところです。ここは 1800年
ねん

ぐらい前
まえ

の 

 遺
い

跡
せき

で、近
ちか

くの遺
い

跡
せき

では水田
すいでん

跡
あと

もみつかっ 

 ています。県
けん

南
なん

地
ち

方
ほう

は岩
いわ

手
て

の米
こめ

どころです 

 が、おいしいお米
こめ

の歴
れき

史
し

はもうこのころに 

 は、はじまっていたんですね。それにして

も弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

の人
ひと

たちが今
いま

の稲
いね

の実
みの

りの様
よう

子
す

を見
み

たら、きっとびっくりすることでしょう。 

 

盛
もり

岡
おか

市
し

 

奥
おう

州
しゅう

市
し

胆
い

沢
さわ

区
く

 

 

モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（3月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

歴
れき

史
し

－2 だよ！ 

おたのしみに！ 
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